
地域 農業の細織 化方向

( 農試 経 営 部 )

1 . 背景 とわ らい

現在, 各 地で地域 農業の再編 に取 り組み, 稲 作生 産の組織化に よる1 氏ヨス ト生産 と併せ

て, 野 菜等の集約 | ′「日の導入拡大 に よ る農業所得の増大 が図 られて い る。 一方, 兼 業化の

進展 な どに よ り農業 就業者 の減少 と高齢 化が進 み, 農 業再編 の担 い手 の確保 ・育 成 が課題

とな ってい る。 稲作生産の 合理化, 担 い手確保等 は基本 的には個別経営 の問題 で あ るが,

個別の対応 だけでは解決 が困難 であることか ら, 地 域 ・集落 を単位 と した組織的な対応 が

必要 とされ, そ のための取 り組みが各地でなされて いる。 ここでは, 地 域 農業の組織化 に

取 り組 んで いる集落 の調査 か ら, 今 後 の地域農業の組織化方向について取 りまとめ た。

2 . 技術内容

県内の集落 を鹿業経営構造 に よ り7 類型 に区分 し, その中か ら県 内の主要 な農業地 帯で専

業農家存立の基盤が あ り4 0 歳代男子専従者 を確保 してい る中規模畑作複合農業集 落, 中 規

模稲 1 午農業集落, 林 業や漁業 を中心 と して担 い手 が高齢者や婦人 とな る複業型農業 集落 に

つ いて, そ の特性 にあ った組織 化の方 1 的と担 い手の役割 を明 らか に した。

( 1 ) 集落の農業及び 担 い手の類型別農業組織 化の方向

中規模畑作複合農業集落並び に中規模稲 作農業集落 では, 4 0 歳 代男子農業専従者 を中心

と して, 水 稲作業受 託組織 を育成 し, 水 稲生産の合理化 を図 る。 中規模畑 作複合農業集薄

で ↓☆, 巽 タバ ヨ, 孫 産, 野 菜 等基幹作 日の農機 具 ・施設利用 を中心 に, ま た中規 模稲 | ′F 農

業集落では稲作事業経営 に よ る作業受委託 を通 じて野菜等の導入 を促進 し, 作 目別 組織 を

育成 して, 一 屈の経営復合化 を1 ヨること。 海業型農業集落では, 作 目別組織 を中心 に高齢

者 な ど0 〕生産意欲を向上 させ軟 弱野菜 の導入を促進 し, 農 業収入 の増大 につ とめ ること。

( 2 ) 卒R 子1 , | とに向けた担 い手 の役制

①的縦な情報把握 と提供に努 め る。

( 2 ) 農業生産やむ らづ くりに対 する集落 で0 ) 問題認識の共有化 ( アンケ ー トに よる意 向調

査, 胴 別農家の説得等 ) を図 る。

① 問題解決のための事業導 入 。実施, 及 び組織形成 と事業導入 に係 る渉外活動 を積極的

にイ子う。

3 . 指導土の留意事項

( 1 ) 普及所 等の指導 t t k 関は補l l j 事業 な どσ〕情報提供 だけでな く, 担 い手 との密接 な協力の

も とに集落構成員 t / 9 意向把握 を行い, 組 浴1 化に対 する意 識の醍成 に努 め ること。

( 2 ) 組粋R 卓運営 に±1 たっては,  できるだけ番 ' 「構成員 に主 | 二と権 限 を持 たせ, 次 期 の担 い手

と しての参加意説t と責任感の高揚 を図 ること。

( めr _ 落くるみの相1 織とす るためには, 1 1 1 壮詰 負紺1 練| など経済 合理性 追求型の組織 に加 え

て, 年 序別ネほ結, など構 成 員の親‖をを日 れ る網1 織を合わ せ持つ ことが重要で ある。
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5 . 試験成績
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